
書道家 西尾　真紀さん
　私の両親は太宰府へ住んで50年となります。
　私もこの地で誕生し、高校まで地元の学校で過ごしました。10歳
のころ近所の友達に誘われて書道教室へ通うようになり、先生から
書くたびに褒められたことが今日の原点です。
　丘ひとつ越えた太宰府高校の芸術科書道専攻では盆正月のない鍛錬の日 を々過ごしました。
　大学進学で東京生活を経て福岡に戻り広告代理店へ就職。書を用いた商品ロゴや看板デザ
イン、書道パフォーマンスなど様々な修行を重ねていた20代の頃、開館準備の進む九州国立博
物館の「シンボルマーク」に携わることになり大きな自信に繋がりました。
 太宰府市内に事務所を構えて13年目。２児の母となり、仕事と家庭を両立する中で温かい地
域の方々に支えられていることを実感する日々です。
50年前にこの地を選んでくれた両親に感謝し、これ
からも私を育ててくれた太宰府から「書とデザイン」を
通してご縁をいただいた皆さまの想いをカタチにでき
れば幸いです。
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※掲載記事は編集作業の都合上5月15日時点までの
　情報に基づきます。配布時とのずれなどございま
　したらご了承ください。
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子どもまんなかの施策展開 　子どもたちの声を形にしました

月見山公園にブランコとすべり台設置
　放課後子ども教室の活動に参加していた小学１年生（当時）の女の子の「通学
路の公園にみんなで遊べる遊具が欲しい。」との声から、月見山公園にブランコ
とすべり台を設置しました。声を届けてくれた子はもちろんですが、この公園がた
くさんの子どもたちの笑顔あふれる場、大人にとっても童心に戻れる場となって
ほしいと願います。

タビットケーキでまちおこし
　地域課題の解決やまちの活性化につながる取り組みの提案を募集する太宰府
市課題解決プロジェクトで、小学生たちが本市のキャラクタータビットをあしらっ
たケーキを使ってまちおこしを図ろうと提案しました。この提案が、審査で上位の
評価を得たことから、地元の坂本洋菓子店の協力を得て、試作品を作成。提案し
てくれた小学生の皆さんに試食してもらいました。

　待ちわびたブランコで遊ぶ小学生の笑顔、箱からタビットケーキを
取り出す時の小学生たちのきらきらした表情につながったように、今後も子どもたちの声や提案に実際に予算
をつけ、具体的な形になるような仕組みを実践していきます。

設置されたブランコ

タビットケーキを箱から出す
小学生の皆さん

危機管理の徹底強化　

　「日本一の猛暑のまち」にいち早く対応するため協定を締結しました

　4月22日㈫に日本郵便株式会社と「気候変動適応法に基づく指定暑
熱避難施設に係る協定」を締結しました。
　これにより、熱中症特別警戒アラート※が発表された場合、昨年指定
した17施設に加え、新たに市内８カ所の郵便局をクーリングシェル
ターとして利用できるようになります。協定式では、筑前西部地区連絡
会地区統括局長をはじめ９人の郵便局長へ楠田市長より感謝の気持
ちを述べました。
　今後も、「日本一の猛暑のまち」対応をはじめとした危機管理の徹底
強化を図り、市民の安心・安全の
確保に努めます。

のぼりが目印協定式の様子

企業・団体からの寄附・寄贈　　企業から寄附をいただきました

　昨年12月以降、次の企業の皆さんから寄附が
ありました。今後の本市の更なる発展のため、大
切に活用させていただきます。

①コーユーレンティア株式会社
②総合システム管理株式会社
③千代田計装株式会社
④筑紫ガス株式会社
⑤株式会社シーマコンサルタント

① ②

③ ④

※県内の暑さ指数情報提供地点12カ所
　全ての翌日の日最高暑さ指数が35に
　達する場合に発表されます。

総務省陳情 　村上総務大臣に要望活動を行いました

　4月17日㈭に楠田市長が総務省総務大臣室を訪れ、村上誠一郎大臣に要望
活動を行いました。国会の会期中でしたが、史跡地などによる構造的財政問題
やオーバーツーリズム対策など、本市の積年の課題をしっかりと伝えることがで
きました。市としての今後の活動につなげていきます。 要望活動の様子

むらかみせいいちろう

2広報だざいふ 2025.6 （令和７年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601


